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“５月の花色”

５月９日、
旭川市立大学・旭川市立大学短期大学部
の佐藤貴虎先生が、２年生のゼミ生徒さ
ん５名と一緒に花色に来てくれました。
こども達と賑やかに楽しく、朝の会のひと
時を過ごしました。
こども達が、興味津々でお姉さんたちと一
緒に遊びたがっている姿がみられ微笑ま
しかったです♪
貴虎先生の最後のゼミ生の皆様は、地元
旭川の小さな事業所での重症児・医ケア
児の保育活動をどのように感じられたので
しょうか。
素敵な交流の機会をいただき、心より感謝
いたしております。
またぜひ、遊びにいらしてください！



重度障がい児支援 花色

NEWS LETTER

vol.44
2024. 6.20

<旭川市消防本部 警防課>と<PHILIPS>さんのご協力
のもと、人工呼吸器管理のお子様の急変時搬送の練
習を行いました。
「呼吸器を一緒に、どうやって救急車に乗せる？」
「救急隊にどこまでお願いできるの？」という疑問に、
消防司令長 原井 孝 さんと
救急救命士 田中 宏樹さんがお応え下さいました。
こどもの救急搬送は大人に比べると非常に少ない中
で、医療的ケア児の対応する際は、お互いに想定でき
ない事柄もおこると考えられます。
今回の搬送練習での共有事項を左記に掲載します。

人工呼吸器管理のお子様の搬送練習

蛇管は身体にはわせ、布
担架に乗せます。

呼吸器は常時プラスチック
カゴに設置し、急変時はカ
ゴごと救急車にのせます。
気管内SCは実施できない

隊員もいるため、基本は花
色の看護職が同乗します。
※バギーは持っていけません

息をあわせて
呼吸器も一緒に移動。

外の担架に乗せたら、足元
に呼吸器を設置します。
※加湿器含め、倒れないよ
うに注意

電源確保
※救急車の後部右側にコ
ンセントがあります。

児の足元に呼吸器をのせ
たまま病院に搬送します。

降車や、車内での処置の
ために移動はしません。
※胸骨圧迫には適度な大
きさの板がないため持参。

“重症心身障”がい児”を対象とした花色をご利
用いただくため、ご契約時に手続きを進めるため
に【療育手帳】のかわりに【医師の意見書】を発
行していただいている方もいらっしゃいます。

就学する頃からは医師の意見書ではなく、児相
でテストを受け発行をする【療育手帳】が必要に
なります。「テストの回答を言語化できないよ。」と
いう点で、逆に児相の職員さんから「療育手帳で
なくても良いのでは？」と聞かれることもあります
が、花色のような重症児デイを利用する事の他
にも、旭川では大人になってからの生活上の支
援を受ける時に影響がおこる事があります。お手
続きにはご不便もあるかと思いますが、大きく
なったら療育手帳の申請を、お願い致します。

療育手帳 申請

新年度をむかえて

この春も
花色の桜が
満開でした！
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